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      Mode1初期条件境界条件膨脹速度12500年後の大きさ投影した時の形
      1亜音速B.C.115臨/sec0、6pcRingwi七hcentra1出sk
      E亜音速B.C.18～10㎞/sec0・5pcRingwithcenむraldisk
      皿亜音速B.C.91～2㎞/sec以下一disk
      y超音速B、C.160～70晦/sec125pcdiskwlthsharp・uter㎞undary
      V超音速B.G.230～50㎞/sec0,9pcdiskwithl㎞bbrightening
      w超音速B.C.830㎞/sec一disk
 更にこれらのMode!の中,ModelIとModelNを空間に投影して得られEmissionMeasureをも
 示し,実際の惑星状星雲と似ていることを結論づけた。
 第7童結 論
 本論文で得られた結論を以下の通り示した0
 1)惑星状星雲は22,000。KのHe皿領域と11,000。KのHe∬領域とから成る。この中でHeH領
 域の温度は観測から得られる値とほぼ一致する0
 2)この二つの部分の温度差は,赤外部σ)冷却過程や高い電離状態にあるイオンの冷却過程が考慮
 されると小さくなる0
 3)二つの部分の温度差があるとしてもlieの電離構造においてHe皿領域はHeH領域に比較して
 かなり小さい部分なので惑星状星雲は温度一定のガス殼と近似できる0
 4)定常流から流量が増大するような変化が起れば惑星状星雲を作る。
 5)初期の定常流が亜音速のときはinnerhoundaryを有する環状の惑星状星雲を作る。
 6)本論文のM・delの中に生ずるShockwave・rarefacLionwaveはTransienむな現象で,惑
 星状星雲の内部構造もTransientなものであることを示している。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は惑星状星雲の構造および内部運動が中心犀からのカスの放出状況の変化によって生ずる
 ものであると仮定し,これを数値的に追跡したものである。
 先づ星雲の中心星は初期段階に於いて定常な太陽風型の流れにつつまれているものとし,成る時
 刻に於いて犀からの放出の流束(flUX)が変ったとしたときに,その時刻以後のガスの運動および
 宙度の空間的ならびに時間的変化を運動量および質量の保存をあらわす方程式を用いて解く。この
 際エネルギーの保存則はガスが等温であるとの仮定でおきかえる,この等温とする仮定については
 ガスの冷却および加熱の議論を行って,星雲の観測可能な領域に対しては充分よい近似であり,以
 後の計算結果に与える影響が少ないことをたしかめている。
 この計算によって得られる星雲の内部運動および密度分布は初期条件ならびに放出流東の変1ヒと
 して与えられる内部境界での条件によって種々の様相を呈するが,興味ある場合は次の二つである。
 先づ,初期の流れが音速より遅く,かつ放出される流束が増加する場合には,当然予想される中
 心星のまわりの高密度の部分のほかに,これと低密度の部分でへだてられた第二の高密度の領域が
 あらわれ,球状の殼(shell)を形成する。この様な星雲を遠方から観測すればいわゆる輪状星雲
 (ringnebula)として見えるであろう。
 第二に初期の流れが音速より速く,かつ放出流束が増加する場合には,前の場合程明確な殼はあ
 らわれず,単に球状の高密度部が生ずる。これは遠方からは円飯状星雲(disknebula)として見
 }ツて、一レプ▼
 ん。」のつつ。
 実際の惑星状星雲の観測によれば,その多くが輪状または円板状を呈し,以上の計算結果はこれ
 をよく説明し,かつそれが初期条件のらがいによって起ることを示している。特に従来全く説明の
 行われていなかった輪状星雲を比較的簡単な仮定のもとに説明したのは注目に値する。またこれら
 の結果は中心星からの物質放出に関する機構を考える上で一つの指針を与えるものとして重要であ
 る。
 以上は博士の論文として適当であh,よって田村真一提出の論文は理学博士の学位論文として合
 格と認める。
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